
   (1)                              鴻巣市立鴻巣中学校 学校だより                           あ                                                                                                 
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３
月
の
予
定 

 

    

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

 

吹
奏
楽
部
ス
プ
リ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

  

学
年
末
休
業
日
（
４
／
７
ま
で
） 

令
和
７
年
度
修
了
式 

 

短
縮
３
時
間 

①
②
学
活
③
大
掃
除 

短
縮
４
時
間 

火
①
②
③
④
の
授
業
順 

給
食
最
終
日 

小
学
校
卒
業
式 

短
縮
４
時
間 

金
③
④
⑤
⑥
の
授
業
順 

  

春
分
の
日 

短
縮
４
時
間 

木
①
②
③
④
の
授
業 

２
年
保
護
者
会  

１
４
：
０
０
開
始
予
定 

フ
ッ
化
物
洗
口 

１
年
保
護
者
会  

１
４
：
０
０
開
始
予
定 

進
級
決
意
式 

  

第
79
回
卒
業
証
書
授
与
式 

卒
業
式
準
備 

３
年
生
給
食
最
終
日 

卒
業
式
予
行 

フ
ッ
化
物
洗
口 

    

県
公
立
高
等
学
校
入
学
許
可
候
補
者
発
表 

各
種
委
員
会 

三
年
生
を
送
る
会 

午
前
４
５
分
授
業 

木
③
④
⑤
⑥ 

 

ア
ル
ミ
缶
回
収
デ
ー 

コ
ラ
ム
視
写
（２） 

フ
ッ
化
物
洗
口 

全
校
朝
会 

金
曜
日
課
①
②
③
④
⑤
⑥ 

コ
ラ
ム
視
写
（１） 

県
公
立
高
等
学
校
追
検
査 

  

４
月
８
日
(水) 

始
業
式 

入
学
式 

吹奏楽部 
スプリング・ウィンドフェスティバル 

開催日：3月30日（月） 

会場：クレアこうのす 

開場：午後１時 

開演：午後１時30分 

お知らせ 

今月は教材

費などの自

動引き落と

しはありま

せん。 

三送会（３／５） 

先輩 今までありがとう 

卒業証書授与式 

9:10 卒業生入場 

9:20 開式 

令和８年 

３月２日 

第１１号 
発行 

鴻巣市立鴻巣中学校 

校長 服部幸司 

電048-541-0272 

〠365-0039 

埼玉県鴻巣市東2-4-62 

https://konosu-j-
konosu.edumap.jp 

2025.1.1 初日の出(鴻巣中学校屋上から)  

初日に輝く１年生校舎(1961建設) 

本
校
で
は
、
毎
週
金
曜
日
の
１
時
間
目
は
全
校
で
「
道

徳
」
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に

と
っ
て
、
道
徳
の
授
業
で
思
い
出
に
残
る
授
業
と
は
ど
ん

な
授
業
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
『
足
袋
の
季
節
』

は
現
在
で
も
扱
わ
れ
続
け
て
い
る
教
材
で
す
。
貧
し
い
少

年
時
代
の
主
人
公
が
、
大
福
を
売
る
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
お

釣
り
を
ご
ま
か
し
て
受
け
取
っ
て
し
ま
う
話
で
印
象
に
残

っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
ば
あ

と
、
こ
こ
数
年
で
は
高
い
数
字
で
は
あ
る
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
生
徒
の
変
容
が
保
護
者
の
皆
様
に
は
届
い
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
よ
う
で
「
道
徳
教
育
」
に
は
課
題
が

あ
る
よ
う
で
す
。 

本
校
で
は
、
一
昨
年
度
か
ら
全
学
年
で
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
道
徳
」
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
道

徳
」
と
は
、
週
１
回
の
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
時
間
を

学
級
担
任
だ
け
で
は
な
く
、
他
学
級
の
担
任
や
担
任
外
の
先

生
も
教
え
る
取
組
の
こ
と
で
す
。
教
師
に
と
っ
て
、
よ
り
多

く
の
生
徒
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
あ
り
、
生
徒

に
と
っ
て
も
、
様
々
な
先
生
と
の
心
の
出
会
い
を
得
ら
れ
ま

す
。 

 

鴻
中
だ
よ
り 

さ
ん
も
貧
し
い
中
、
少
年
に
「
ふ
ん
ば
り
な
さ
い
よ
」

と
温
か
い
言
葉
を
か
け
る
場
面
で
は
、
担
任
の
範
読
か

ら
、
そ
の
姿
を
想
像
し
て
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

『
吾
一
と
京
造
』
も
「
真
の
友
情
」
を
考
え
さ
せ
る

教
材
と
し
て
残
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
昨
年
度
の
学

校
通
信
で
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
２
教

材
に
限
ら
ず
、
多
く
の
教
材
と
そ
の
特
長
を
生
か
し
た

教
科
担
当
の
指
導
で
、
生
徒
た
ち
の
も
の
の
見
方
や
考

え
方
、
大
き
く
言
え
ば
人
格
形
成
ま
で
に
影
響
を
与
え

続
け
て
き
て
い
る
の
が
道
徳
の
時
間
（
そ
の
時
間
の
重

要
性
か
ら
平
成
31
年
度
よ
り
教
科
化
さ
れ
「
特
別
の
教

科 

道
徳
」
の
時
間
）
で
す
。 

こ
こ
で
、
本
校
の
「
道
徳
」
に
関
す
る
教
員
・
生

徒
・
保
護
者
の
評
価
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
教
員
「
全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
道
徳
的
実
践

力
の
育
成
が
図
ら
れ
て
い
る
」
は
３
・
３
０
（
４

段
階
評
価
） 

■
生
徒
「
『
い
じ
め
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
』

な
ど
、
人
権
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
る
」
は

３
・
８
３
（
４
段
階
評
価
） 

と
高
い
数
字
が
上
が
る
一
方
、 

■
保
護
者
「
学
校
は
、
道
徳
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
生
徒
に
豊
か
な
心
が
育

っ
て
い
る
」
は
３
・
０
２
（
４
段
階
評
価
） 

「
考
え
る
道
徳
」
「
議
論
す
る
道
徳
」
へ  

 
 

    

～
真
の
「
明
る
い
教
育
環
境
」
の
提
供
を
目
指
し
て
～ 

 

校
長 

服
部
幸
司 

２－３ 小川教諭による 

特別の教科 道徳 『足袋の季節』の授業 

２－３ 小川教諭 

校長による 

特別の教科 道徳 『吾一と京造』の授業

本
校
の
目
指
す
学

校
像
は
「
明
る
い
教

育
環
境
で
学
力
向
上

を
目
指
す
学
校
」
で

す
。
最
大
の
教
育
環

境
で
あ
る
教
師
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を

も
つ
教
師
が
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
学
級
に

関

わ

っ

て

い

き

ま

す
。 そ

し
て
、
そ
の
持

ち
味
を
よ
り
磨
く
と
と
も
に
、
学
校
と
し
て
よ
り
質
の
高
い

道
徳
教
育
推
進
体
制
を
築
き
、
真
の
「
明
る
い
教
育
環
境
」

の
提
供
を
目
指
し
て
本
校
で
は
来
年
度
か
ら
２
年
間
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
か
ら
埼
玉
県
道
徳
教
育
研
究
推
進
モ
デ
ル
校

の
委
嘱
を
受
け
る
予
定
で
す
。
こ
の
研
究
を
通
し
て
、
答
え

が
一
つ
で
は
な
い
道
徳
的
な
課
題
を
一
人
一
人
の
生
徒
が
自

分
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
向
き
合
う
「
考
え
る
道
徳
」
、
「
議

論
す
る
道
徳
」
へ
と
転
換
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
鴻
中
生

一
人
一
人
の
「
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳

性
」
を
養
い
ま
す
。 



(2)                            学校教育目標 たくましく たのもしい 鴻中生徒                       あ                                                                                                 
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４
月
の
予
定
（
現
時
点
の
予
定
）
※
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

コ
ラ
ム
視
写
（
２
Ａ
） 

心
臓
検
診
（
１
年
） 

 

昭
和
の
日 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
３
年
）
英
語
（
話
す
こ
と
） 

第
１
回
生
徒
評
議
会 

前
期
教
育
実
習
（
５
／
２０
ま
で
） 

委
員
会
日
課
（
朝
読
書
・
清
掃
な
し
） 

部
活
動
保
護
者
会 

Ｊ
Ｒ
Ｃ
加
盟
登
録
式
（
朝
読
書
時
） 

  

⑤
離
任
式 

⑥
学
活
（
学
年
離
任
式
等
） 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

国
語
・
数
学
（
３
年
） 

木
①
～
⑤ 

第
１
回
各
種
委
員
会 

歯
科
検
診
（
２
年
） 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
３
年
）
英
語
・
質
問
紙 

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ｂ
） 

部
活
動
本
入
部 

眼
科
検
診 

生
徒
集
会
（
体
育
祭
関
係
） 

コ
ラ
ム
視
写
（
１
Ａ
） 

眼
科
検
診 

 

 

⑤
授
業
参
観 

⑥
学
級
懇
談
会 

３
年
修
学
旅
行
保
護
者
説
明
会 

⑥
体
育
祭
選
手
決
め  

歯
科
検
診
（
３
年
） 

歯
科
検
診
（
の
ぞ
み
学
級
・
１
年
） 

尿
検
査
（
欠
席
者
等
） 

発
育
測
定
（
全
学
年
） 

尿
検
査
（
全
員
） 

 

 

避
難
訓
練 

集
団
下
校
訓
練 

発
育
測
定
（
の
ぞ
み
学
級
） 

  

給
食
開
始 

⑤
⑥
新
入
生
を
迎
え
る
会 

 

⑤
全
校
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

写
真
撮
影 

弁
当
持
参 

始
業
式 

第
80
回
入
学
式 

春
季
休
業
日 

準
備
登
校 

春
季
休
業
日 

春
季
休
業
日 

春
季
休
業
日 

春
季
休
業
日 

春
季
休
業
日 

春
季
休
業
日 

１年生スキー林間学校を終えて 
 

生活安全委員会による集会 

 

  

普段はスマートフォンやゲーム機器で遊ぶことが多い 

中学生ですが、今回のスキー林間では、そうした日常生 

活とは一変した時間を過ごしました。この２泊３日は、 

仲間と直接顔を合わせ、言葉を交わしながら過ごす、か 

けがえのない時間となりました。大浴場でお風呂に入り、 

その日の出来事を振り返りながら楽しく食事をしたり、 

夜には体育館でレクリエーションに取り組んだり、同じ 

部屋で布団を敷いて一緒に眠ったりと、衣食住をともに 

する普段の学校生活ではなかなか味わえない体験をすることができました。デジタル機器に頼らな

くても、仲間と過ごす時間そのものが大きな楽しみになることを実感し、生徒一人一人の心に深く

刻まれる、かけがえのない非日常の風景がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキーのインストラクターさんに上達の方法を尋ねると、 

意外にも「たくさん転ぶこと」という答えが返ってきまし 

た。「なぜ転んだのか」を考えることで、正しい「滑り方」 

を体感でき、上達の近道になるそうです。現代は情報社会 

であり、動画を視聴したり、本を読んだりするだけで、つ 

い分かった気になってしまいがちです。しかし、今回のス 

キーのように自分の体で体験して学ぶことは、頭で理解するだけでは得られない、何にも代えがた 

い貴重な経験となりました。転んだときの悔しさや、うまく滑れたときの喜びを仲間と共有するこ 

とで、学びの楽しさも深まったように感じます。生徒たちが主役のスキー林間ではありますが、そ 

の陰には多くの大人のサポートがありました。安全を見守ってく 

れる先生方や、生活を支えてくださるスタッフの存在があってこ 

そ、生徒たちは安心して挑戦し、充実した時間を過ごすことがで 

きたのです。そのことを忘れず、今回の体験で得た学びや気づき 

を、今後の学校生活や仲間との関わりにぜひ活かしてほしいと思 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトルは、鴻巣中学校１学年が掲げた

スキー林間のスローガンです。今年の１月

25日から27日にかけて、長野県の菅平高原

スノーリゾートへ行ってきました。昨年４

月に入学して以来、体育祭や合唱コンクー

ルなどで、近くの先輩たちの姿を見て学ん

できましたが、今回は初めて自分たちの力

でつくり上げる行事となりました。当日は

寒波の影響で、例年よりも質の良い雪が積

もり、楽しいスキー体験をすることができ

ました。天候にも恵まれ、まさに絶好のス

キー日和でした。青春を青花（謳歌）する

１年生の姿が、ゲレンデいっぱいに広がっ

ていました。 

160人全員が楽しむためには・・・ 

昨年11月に実行委員会を立ち上げ、生活

や持ち物などのルールを決めたり、当日の

役割（室長、保健・入浴、美化、食事、レ

ク）について話し合ったりしました。議論

を進めていく中で考え方の違いがあり、と

きには友人と意見をぶつけ合うこともあり

ましたが、それも今となっては良い思い出

です。すべてが思い通りにいくわけではあ

りませんが、全体のために自分の気持ちを

我慢したり、相手の意見を受け入れたりす

る姿勢は、とても立派で生徒たちの“心の

成長”を感じる場面でした。 

大自然！！非日常の中で、普段は味わえない特別な時間を過ごす 

 

４月８日（水） 
始業式（新２-新３年生） 

登校時間：午前７時５５分 

集合場所：友情のひろば 

入学式（新入生） 

受付：午前 ９時００分～ 

開式：午前１０時００分 

※新入生は、必ず午前9時40

分までに受付を済ませてく

ださい。 

七転び八起き～転ぶことはスキー上達の近道！？ 

 

集まれ青花隊！！ 

 

１年２組担任 池田圭介  

  （スキー林間学校担当） 



 


